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強いって何だろう？ 

 

 今日は「強さ」というものについて皆で一緒に考えたいと思います。皆は「強い」

ってどういうことだと思いますか？喧嘩が強くて誰にも負けないということかな？そ

れとも我が強くて、何でもかんでも自分の意見を押し通すということかな？私の話に

なりますけれども、私が10 代、20 代の頃というのは本当に繊細で、傷つきやすかっ

たものだから、些細なことでショックを受けて、そのたびに「強くならなくちゃ」と

思っていました。どんなことがあっても多少のことでは傷つかないこと、それを「強

さ」だと思っていたんですね。でも、「強い」ってそういうことなんでしょうか？最近

ちょっと色々ありまして、「強さ」って何だろうとすごく考えるんです。なので今日は

聖書を通して改めて「強さ」というものを考えたいと思って、今は復活節のシーズン

ですけれども、あえてマルコによる福音書3：20～30を取り上げさせていただきまし

た。そこにはどんなことが書かれてあったかな？皆で一緒に見ていきましょう。 

 

 イエス様がある時に山から家に帰られた時のお話です。イエス様が家に帰られると、

病気に悩んでいて、イエス様に病気を治してほしいと願うたくさんの人々が集まって

来て、家の中がいっぱいになりました。すると、そこへイエス様の家族がやって来ま

した。何のためでしょう？イエス様の家族は、イエス様が、たとえば安息日という何

も仕事しちゃいけないよという日に、人のために平気でその掟を破ったりと、あまり

にも過激なことばかりして、「あの男は気が変になっている」と言われていたものだか

ら、イエス様のことが心配になって、イエス様を止めて家に連れて帰ろうとやって来

たんです。 

 

 一方、ユダヤ教のえらい人たちもエルサレムからやって来て、｢あの男はベルゼブル、

悪霊のリーダーに取り憑かれている｣、「悪霊のリーダーの力で悪霊を追い出している

んだ」とイエス様のことを批判しました。 

 

 それに対してイエス様は、「違うよ。そんな悪霊同士で争うようなことするわけない
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でしょう。そんなことしたら悪霊の世界が成り立たないよ」と反論して、当時病気と

いうのは悪霊に取り憑かれて起こると信じられていたのですが、悪霊よりも強い神様

の力でその悪霊を追い出して、病気で苦しむ人々を癒しているんだと仰いました。こ

れが今日のお話です。 

 

 今日のお話を読んで、私は「では、苦しんでいる人を解き放つ神様の力ってどんな

だろう？」と思わされました。今日の聖書箇所には悪霊の力というのも出てきます。

私はこの悪霊の力というのは、「どうだ、強いんだぞ」と言って、人を病気にしたり、

悩ませたり、悪い考えを起こさせたりして人を傷つける、いわば暴力で人を押さえつ

ける力なんだと思います。 

 

 でも、神様の力というのはそんな力ではなくて、悩んでいる人がいたらそばに寄り

添ってくれるし、病気で苦しんでいる人がいたらその人を支えて励まして、何とかし

てその人が元気になるように力づけてくれる、それだけではなくて、私たちが悪いこ

とをしそうになったら「だめだよ」と思わせてくれるし、困っている人を見たら「助

けてあげよう」と思わせてくれる、そんな優しく人を包み込んで私たちを育ててくれ

る愛情にあふれた力だと思います。そういう優しさにあふれた力には、悪霊が持って

いるような「人を苦しめよう」という暴力は敵わないんですね。 

 

 さて、ここで自分自身を振り返ってみて、私たちは生きていくために「強くなりた

い」と願います。でも、それはどんな力に基づく強さでしょうか？神様に属する力か

な？それとも悪霊に属する力かな？それは結果を見ればわかります。自分が生きてい

くためであっても人を押しのけて、傷つけて、愛のないことばかりして、分裂ばかり

をもたらすのであれば、それは悪霊に属する力であって、本当の強さではありません。 

 

もちろん生きていくために自己主張をしなければならない時というのはあります。

時には怒りを表すことだって必要でしょう。けれども、相手への気遣い、相手への愛

をなくした自分勝手な自己主張や怒りというものは、結局のところ他人をむやみやた



2023 年 5月 7日主日礼拝説教                 マルコによる福音書 3章 20～30 節 

3 

 

らに傷つけて、分裂しかもたらさないのです。そんなことに長けるのが本当の強さで

は決してありません。 

 

本当の強さ、それは自分の弱さと向き合っていく強さであり、弱さの中で連帯して

いく強さです。そのようにさせてくださる力が神様の力であり、神様の力は人を愛で

結び付けていきます。そういう強さをこそ、私は追い求めていきたいと願います。 

 

 願わくは、神様が優しい愛の力で皆を守り、育んでくださいますように。私たちを

優しく包み込んでくれる神様の愛のまなざしのもとで、自分の弱さと向き合っていき

ましょう。そしてそれを大事にしながら、弱さの中にある人と連帯していきましょう。

また何か悲しいことがあった時、辛いことがあった時には、そばで一緒に悩み苦しん

で支えてくれている神様に気を留めていきたいと願います。イエス様は皆を救おうと

十字架の上であれほど苦しまれた御方だから、きっとみんなのことを「大丈夫だよ。

一緒に歩こう」と力づけて、導いてくれると思います。そんなふうに神様、イエス様

に支えられてへこたれない強さも、本当の強さです。 

 

 神様を信じて与えられるそういう強さで互いに愛し合い、思い合いながら、皆で一

緒に歩んでいきましょう。今日も皆に神様の祝福をお祈りして、お話を終わります。 

 

 祈りましょう。  ――以下、祈祷―― 


